
暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

Information

　

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
伴
い
、

県
の
委
託
を
受
け
た
住
宅
用
火
災
警
報

器
普
及
員
が
、
市
内
の
全
世
帯
か
ら
無

作
為
に
抽
出
さ
れ
た
各
戸
を
訪
問
し
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

傷
者
が
出
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
、

火
災
対
策
を
含
め
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

　

普
及
員
は
、
ロ
ゴ
入
り
の
帽
子
・
作

業
服
・
ベ
ス
ト
・
腕
章
を
身
に
着
け
、

身
分
証
・
名
刺
を
携
行
し
、
2
人
1
組

で
訪
問
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
取
り
付
け
や
販
売
、
あ
っ
せ
ん
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訪
問
の
際

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
条
例
で
全

て
の
住
宅
の
寝
室
と
、
寝
室
が
2
階
な

ど
の
場
合
は
階
段
に
も
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
間
＝
9
月
1
日
㈬
〜
平
成
23
年
2
月

28
日
㈪（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
く
わ
し
く
は
市
消
防
本
部
予
防
課

︵
☎
20
︲
1
5
9
1
︶、
同
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ︵http://w

w
w
.city.na 

rita.chiba.jp/sisei/sosiki/sho 

bo/

︶、
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談

室︵
1
0
1
2
0
︲
5
6
5
︲
9 

1 

1
︶へ
。

　

道
路
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車
は
、

通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
地
域
の
美
観
を

損
ね
ま
す
。
ま
た
、
放
置
自
動
車
周
辺

に
ご
み
を
不
法
投
棄
さ
れ
る
な
ど
、
生

活
環
境
の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、「
成
田
市
放
置
自
動
車
の

発
生
の
防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す

る
条
例
」
に
よ
り
、
所
有
者
・
使
用
者

に
早
急
な
移
動
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
と
な
っ
た
自
動
車
は
、
販

売
店
や
引
取
業
者
に
引
き
渡
し
て
廃
車

手
続
き
を
す
る
な
ど
、
適
切
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課︵
☎
20
︲

1
5
3
2
︶へ
。

　

市
で
は
、
希
望
す
る
市
民
に
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）を
交

付
し
て
い
ま
す
。
顔
写
真
の
入
っ
た
も

の
と
入
ら
な
い
も
の
の
2
種
類
か
ら
選

択
で
き
ま
す
。
写
真
は
、
上
半
身
、
無

帽
、
正
面
、
無
背
景
で
6
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
縦
45
㎜
×
35
㎜
の
も
の
を

持
っ
て
く
る
か
、
手
続
き
の
と
き
に
市

民
課
で
撮
影
し
ま
す
。

申
請
時
の
本
人
確
認
に
ご
協
力
を

　

必
ず
本
人
が
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
入
り

証
明
書（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
証

明
書
が
な
い
人
は
、
郵
便
に
よ
り
照
会

を
行
い
ま
す
の
で
、
即
日
交
付
が
で
き

ま
せ
ん
。
後
日
、
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
交
付
時
に
、
数
字
4
桁
の
暗

普
及
員
が
皆
さ
ん
の

家
庭
を
訪
問
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器

証
番
号
を
本
人
が
設
定
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
生

年
月
日
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
番
号
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
は
5 

0 

0
円
で
、
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら
10

年
で
す
が
、
市
外
に
転
出
し
た
と
き
は

無
効
に
な
り
ま
す
。
市
内
で
転
居
し
た

場
合
は
住
所
の
修
正
を
行
い
ま
す
の
で
、

カ
ー
ド
を
市
民
課
ま
た
は
下
総
・
大
栄

支
所
市
民
福
祉
課
へ
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い（
赤
坂
・
遠
山
市
民
課
分
室
で
は

手
続
き
で
き
ま
せ
ん
）。

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

◦
付
記
転
出
入
の
特
例
処
理
…
住
基

カ
ー
ド
が
あ
る
人
は
、
特
例
の
転
出

届（
付
記
転
出
）を
前
の
市
町
村
に
郵

送
で
行
う
こ
と
で
、
転
出
証
明
書
な

し
に
新
し
い
市
町
村
窓
口
で
転
入
届

（
付
記
転
入
届
）が
で
き
ま
す

◦
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
…
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
行
政
手
続

き
を
安
全
に
行
う
た
め
に
使
用
す

る
、「
電
子
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
数
料
は

5
0
0
円
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
と
住
基

カ
ー
ド
の
情
報
を
読
み
書
き
す
る
た

め
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す

で
す

◦
住
民
票
の
広
域
交
付
…
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
全
国
ど
こ
の
市
町
村

で
も
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
人
の
住

民
票
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す（
本

籍
・
筆
頭
者
氏
名
は
記
載
さ
れ
ま
せ

ん
）。
交
付
を
受
け
る
に
は
、
住
基

カ
ー
ド
ま
た
は
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
成
田
市
の
交

付
手
数
料
は
3
0
0
円
で
す
。
手
数

料
は
、
交
付
す
る
市
町
村
に
よ
り
異

な
り
ま
す

※
く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲
1 

5 

2 

5
︶へ
。

使
用
済
み
自
動
車

処
分
は
適
正
に

8月の水道水の排水作業

作業日 予定地区 予定時間

8月2日㈪ 並木町地区
午後11時

〜

翌午前5時

　市水道部では水質維持のため、次の通り水道水の排水作業を行います。
　予定地区では、一時的に減水・濁りなどが発生することもありますので、ご了
承ください。受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な措置をお願いします。

※くわしくは水道部工務課（☎22-0269）へ。
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自
宅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
と
き

に
、
地
震
な
ど
に
よ
り
公
共
交
通
機
関

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
帰
宅
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

外
出
中
に
地
震
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
身
の
安
全
を
確
保
す
る

◦
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
1
7
1
）

な
ど
で
家
族
の
安
否
を
確
か
め
る

◦
交
通
機
関
や
道
路
の
被
害
状
況
な
ど

の
情
報
を
入
手
す
る

◦
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
冷
静
に
行
動

す
る

◦
帰
宅
で
き
る
ま
で
、
外
出
者
同
士
が

助
け
合
う

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
万
全
に

◦
職
場
な
ど
に
携
帯
ラ
ジ
オ
・
ス
ニ
ー

カ
ー
・
懐
中
電
灯
・
手
袋
・
飲
料
水

帰
宅
困
難
時
の
対
策

緊
急
の
事
態
に

対
応
す
る
た
め
に

台
所
や
風
呂
、
洗
濯
な
ど
に
よ
る
汚
水
、

雑
排
水
を
公
共
下
水
道
に
直
接
流
す
排

水
設
備
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
供
用
開
始
公
示
後
1
年
以
内

の
工
事
の
場
合
は
、
3
万
円（
公
示
後

1
年
を
超
え
3
年
以
内
の
工
事
で
あ
れ

ば
、
2
万
5
千
円
）の
改
造
資
金
補
助

金
助
成
や
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん
、
利
子

補
給（
借
入
額
30
万
円
を
限
度
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
の
接
続
は
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
工
事
は
衛
生
上
大
切
な
工

事
で
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た
基
準
に

従
っ
て
正
し
く
施
工
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
工
事
は
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
、

施
工
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課︵
☎
20
︲
1 

5
5
3
︶へ
。

　

自
転
車
が
無
秩
序
に
歩
道
を
通
行
す

る
な
ど
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
利
用
が

目
立
っ
て
お
り
、
自
転
車
が
関
係
す
る

交
通
事
故
は
、
全
事
故
の
2
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
安
全
に
走
行
し
ま
し
ょ
う
。
歩

行
者
や
車
の
運
転
者
も
自
転
車
の
ル
ー

ル
を
知
り
、
安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

な
ど
を
用
意
し
て
お
く

◦
発
災
時
の
安
否
確
認
の
方
法
や
集
合

場
所
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く

◦
自
宅
の
耐
震
化
や
、
家
具
な
ど
の
転

倒
防
止
策
を
講
じ
る

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課︵
☎
20
︲

1
5
2
3
︶へ
。

　

市
で
は
、
建
設
業
者
の
施
工
技
術
の

向
上
・
育
成
を
目
的
に
、
市
が
発
注
し

た
建
設
工
事
を
優
良
な
成
績
で
完
成
し

た
業
者
な
ど
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
優
良
業
者
・
優
良
工
事

は
、
次
の
通
り
で
す
。

優
良
業
者
＝
小
柴
建
設
㈱
、
郡
司
建
設

㈱
、
原
建
設
㈱
、
誠
光
電
設
㈱
、
伊

藤
設
備
工
業
㈱
、
㈱
サ
ン
シ
ョ
ウ
冷

熱

優
良
工
事
＝
道
路
改
良
工
事（
野
毛
平

小
泉
線
）1
工
区（
施
工 

小
柴
建
設 

㈱
、
道
路
改
良
工
事（
野
毛
平
小
泉

線
）1
工
区
そ
の
2（
施
工 

オ
バ
タ

総
業
㈱
）

※
く
わ
し
く
は
契
約
検
査
課︵
☎
20
︲

1
5
1
5
︶ま
た
は
同
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ︵http://w
w
w
.city.narit 

a.chiba.jp/sisei/sosiki/keiya 

ku/index
0001.htm

l

︶へ
。

　

公
共
下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
浄
化
槽
ト
イ
レ
や
く
み
取

り
便
所
を
3
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に

改
造
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

処
理
区
域
内
の
土
地
所
有
者
、
使
用

者
ま
た
は
占
有
者
は
、
な
る
べ
く
早
く

優
良
業
者
・
優
良
工
事
の
表
彰

施
工
技
術
の

向
上
の
た
め
に

公
共
下
水
道
へ
の
接
続

ト
イ
レ
の
水
洗
化
は

3
年
以
内
に

　

自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す
が
、

次
の
場
合
は
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。

◦
歩
道
通
行
可
の
標
識
な
ど
が
あ
る

◦
自
転
車
の
運
転
者
が
13
歳
未
満
の
子

ど
も
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、
体
の

不
自
由
な
人

◦
交
通
状
況
か
ら
や
む
を
得
な
い
と
き

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課︵
☎
20
︲

1
5
2
7
︶へ
。

　

水
へ
の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
8
月
1
日
は
「
水
の

日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水

道
水
は
、
地
下
水
と
河
川
水
が
水
源
で

す
。
水
を
使
う
と
き
は
節
水
を
心
掛
け
、

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
市
水
道
部
業
務
課︵
☎

22
︲
0
2
6
9
︶へ
。

自
転
車
の
安
全
利
用

歩
行
者
や
運
転
者
も

ル
ー
ル
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

8
月
1
日
は
水
の
日

水
は
貴
重
な
資
源
で
す

【7月1日〜15日】

市長日誌

成田湯川駅開業祝賀会でテープカット

1日 社会を明るくする運動街頭キャ
ンペーン
成田空港成長戦略会議

2日 防火協会総会表彰式
3日 印旛郡市PTAバレーボール大会
4日 千葉県消防協会印旛支部消防

操法大会
5日 サンブルーノ市中学生友好訪

問団 表敬訪問
6日 自衛官募集相談員委嘱状交付

建設工事表彰式
副知事と市町村長との意見交
換会

7日 献血推進協議会総会
8日 成田空港緊急戦略プロジェクト

会議
9日 成田山祇園会 特別大護摩供・

御輿、山車、屋台安全祈願
成田屋十一代目 市川海老蔵丈
ご夫妻結婚奉告参詣

10日 成田湯川駅開業祝賀会
12日 市民運動会実行委員会
15日 原水爆禁止国民平和大行進

老人クラブ連合会老人クラブ大会
成田新高速鉄道竣功式典
まちづくり茶論

9 広報なりた 2010.8.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



◦
事
前
に
周
辺
の
住
民
に
農
薬
の
使
用

目
的
・
散
布
日
時
・
農
薬
の
種
類
な

ど
を
連
絡
し
、
散
布
時
に
は
立
て
看

板
な
ど
で
区
域
内
に
ほ
か
の
人
が
入

ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
特
に
、

学
校
や
通
学
路
が
あ
り
、
散
布
時
に

通
行
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
学

校
や
保
護
者
な
ど
に
連
絡
す
る

◦
農
薬
を
使
用
し
た
年
月
日
、
場
所
、

農
薬
の
種
類
・
名
称
、
希
釈
倍
率
、

対
象
植
物
な
ど
を
記
録
し
、
一
定
期

間
保
管
す
る

※
農
薬
と
健
康
に
関
す
る
相
談
は
農
政

課︵
☎
20
︲
1
5
4
1
︶ま
た
は
健
康

増
進
課︵
☎
27
︲
1
1
1
1
︶へ
。

　

東
町
・
花
崎
町
地
区
の
地
区
計
画
の

原
案
を
、
次
の
通
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

日
時
＝
8
月
3
日
㈫
〜
17
日
㈫（
土
・

日
曜
日
を
除
く
） 

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

会
場
＝
都
市
計
画
課（
市
役
所
5
階
）

　

利
害
関
係
者
で
、
こ
の
原
案
に
意
見

の
あ
る
人
は
、
8
月
24
日
㈫
ま
で
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
都
市
計
画
課︵
☎
20 

︲
1
5
6
0
︶へ
。

　

国
で
は
、
病
気
な
ど
で
や
む
を
得
ず

小
中
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
人
を
対
象
に
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
が
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
格
す
る
と
、
高
校
の
入
学

試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
県
教
育
庁
指
導
課︵
☎

0
4
3
︲
2
2
3
︲
4
0
5
6
︶へ
。

　

住
宅
地
な
ど
で
除
草
剤（
農
薬
）を
散

布
す
る
と
き
は
次
の
こ
と
を
守
り
、
飛

散
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
周
囲
に
影
響
が
少
な
い
時
間
帯
を
選

び
、
風
が
無
い
と
き
や
弱
い
と
き
に

最
小
限
の
範
囲
に
と
ど
め
、
風
向
き

や
散
布
方
向
な
ど
を
考
え
て
隣
接
地

へ
飛
散
し
な
い
よ
う
注
意
を
す
る

◦
庭
木
な
ど
食
用
と
し
な
い
植
物
へ
の

散
布
で
あ
っ
て
も
、
農
薬
取
締
法
に

基
づ
い
て
登
録
さ
れ
た
農
薬
を
使
用

し
、
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使

用
上
の
注
意
を
守
っ
て
使
用
す
る

　

市
立
の
学
校
に
就
学
す
る
児
童
・
生

徒
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
通
学

区
域（
学
区
）の
学
校
に
通
学
す
る
こ
と

が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

事
情
が
あ
っ
て
学
区
以
外
の
学
校
へ
通

学
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
保
護
者
の

申
し
立
て
に
よ
り
指
定
学
校
変
更
や
区

域
外
就
学
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

指
定
学
校
変
更

　

市
内
に
住
む
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、

定
め
ら
れ
た
学
区
以
外
の
市
立
小
中
学

校
へ
の
通
学
を
認
め
る
制
度

区
域
外
就
学

　

市
外
に
住
む
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、

成
田
市
立
小
中
学
校
へ
の
通
学
を
認
め

る
制
度

　

指
定
学
校
変
更
や
区
域
外
就
学
の
要

件
は
左
表
の
通
り
で
す
。
新
年
度
か
ら

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
い
人
は
、
早
め

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
申
し
出
が
遅

く
な
る
と
、
就
学
前
児
童
を
対
象
と
し

た
学
校
で
の
行
事
に
参
加
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
学
区
は
学
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w
w
w
.city.narita.

chiba.jp/sisei/sosiki/gakum
u/

gakum
u.htm

l

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
同
課︵
☎
20
︲
1
5
8 

1
︶へ
。

暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

Information

農
薬
の
安
全
使
用

飛
散
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
に

都
市
計
画

原
案
を

縦
覧
で
き
ま
す

中
卒
認
定

高
校
入
学
試
験
の

受
験
の
た
め
に

小
中
学
校
の
通
学
区
域

指
定
学
校
変
更
や

区
域
外
就
学
が
可
能
で
す

指定学校変更・区域外就学の要件

理由・事例 指定学校
変更

区域外
就学

地理的条件や通学路の安全を確保する場合 ○ ─

小学校への通学距離がおおむね1.5km以上で、より近い小学校へ
の通学を希望する場合（注1） ○ ─

中学校への通学距離がおおむね2.0km以上で、より近い中学校へ
の通学を希望する場合（注1） ○ ─

下校後の小学生を祖父母などが養育する場合 ○ ○

児童ホームに通う場合 ○ ─

住宅の建て替え・購入などによる場合 ○ ○

最終学年（小6・中3）になってからの住所変更がある場合 ○ ○

家庭の事情により住民票の異動が困難である場合 ○ ○

日本語指導などの支援を必要とする場合 ○ ─

児童・生徒の身体的理由による場合 ○ ○

いじめなどにより心身の安全が脅かされるような場合 ○ ○

市外転居で心身への多大な悪影響が懸念される場合 ─ ○

小中学校へ入学後の市内転居で、転居前の学校への通学を希望す
る場合 ○ ─

小中学校へ入学後の市外転居で、一時的に転居前の学校への通学
を希望する場合 ─ ○

指定学校変更を承諾された児童が、変更後の小学校の学区の児童
が進学する中学校への通学を希望する場合 ○ ─

兄弟姉妹の指定学校変更に伴う場合 ○ ─

兄弟姉妹の特別支援学級就学に伴う場合 ○ ─

指定学校に希望する部活動がないため、該当する部活動がある最寄
りの中学校への通学を希望する場合（注1）（注2） ○ ─

（注1）学校の収容力などにより、制限があります
（注2）�成田市立中学校に新たに入学・転校する児童・生徒が対象となります
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